
か
ど

わ
き

た
か
し

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

門

脇

孝

専
攻
学
科
目

内
科
学
・
糖
尿
病
代
謝
学

生

年

月

昭
和
二
七
年

八
月

略

歴

昭
和
五
三
年

三
月

東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同

六
一
年

四
月

東
京
大
学
医
学
部
助
手

同

六
一
年
一
〇
月

米
国
国
立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
糖
尿
病
部
門
客
員
研
究
員

平
成

二
年

九
月

東
京
大
学
医
学
部
助
手

同

八
年

六
月

東
京
大
学
医
学
部
講
師

同

九
年
一
〇
月

博
士
（
医
学
）

同

一
〇
年

四
月

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
講
師

同

一
三
年

一
月

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
助
教
授

同

一
五
年

八
月

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

二
三
年

四
月

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
（
現
在
に
至
る
）

一
〇



博
士
（
医
学
）
門
脇

孝
氏
の
「
２
型
糖
尿
病
・

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
分
子
基
盤
に

関
す
る
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

糖
尿
病
は
、
わ
が
国
で
現
在
約
八
九
〇
万
人
の
患
者
が
罹
患
し
、
な
お
増
加

し
て
い
る
。
糖
尿
病
は
、
網
膜
症
・
腎
症
・
神
経
障
害
の
原
因
と
な
り
、
例
え

ば
、
糖
尿
病
腎
症
に
よ
っ
て
透
析
導
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
患
者
が
毎
年
一

六
、
〇
〇
〇
人
以
上
存
在
す
る
。
ま
た
、
糖
尿
病
は
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
の
最

大
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
糖
尿
病
の
大
部
分
を
占
め
る
２
型
糖
尿
病
の
発
症

要
因
に
は
、（
１
）
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
低
下
の
体
質
（
遺
伝
素
因
）
に
基
づ
く
も

の
と
、（
２
）
環
境
因
子
、
特
に
、
肥
満
・
内
臓
脂
肪
蓄
積
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
、
い
わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
病
態
に
基
づ
く
も
の
が

あ
り
、
多
く
の
場
合
両
者
が
合
わ
さ
っ
て
起
こ
る
が
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
・

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
病
態
の
比
重
が
増
加
し
て
い
る
。
門
脇

孝

氏
は
自
身
の
行
っ
た
臨
床
疫
学
的
研
究
か
ら
、
２
型
糖
尿
病
の
発
症
に
は
、

（
１
）
遺
伝
素
因
、（
２
）
グ
ル
コ
ー
ス
に
対
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
低
下
、（
３
）

肥
満
・
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
、
が
独
立
し
た
危
険
因
子
と
し
て
作
用
す
る
こ
と

を
見
出
し
た
。
以
来
、
門
脇
氏
は
、
遺
伝
素
因
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
低
下
、
肥

満
・
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
三
つ
の
観
点
に
立
脚
し
、
ヒ
ト
か
ら
得
ら
れ
る
疫

学
・
臨
床
・
ゲ
ノ
ム
な
ど
の
情
報
と
遺
伝
子
操
作
モ
デ
ル
動
物
か
ら
得
ら
れ
る

発
現
・
機
能
・
生
化
学
な
ど
の
情
報
を
、
照
ら
し
合
わ
せ
統
合
す
るPhysician

Scientist

と
し
て
の
研
究
手
法
を
駆
使
し
、
２
型
糖
尿
病
の
基
本
原
理
や
分
子

機
構
の
解
明
を
行
っ
て
き
た
。
２
型
糖
尿
病
の
発
症
に
は
、
膵
β
細
胞
、
骨
格

筋
、
肝
臓
、
脂
肪
組
織
、
脳
な
ど
の
諸
臓
器
の
代
謝
調
節
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
破

綻
が
関
与
し
、
と
り
わ
け
イ
ン
ス
リ
ン
と
脂
肪
細
胞
ホ
ル
モ
ン
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ

ク
チ
ン
の
作
用
不
全
に
起
因
す
る
部
分
が
大
き
い
。
同
氏
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
シ

グ
ナ
ル
と
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
シ
グ
ナ
ル
を
中
心
に
、
２
型
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
分
子
基
盤
に
関
し
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
一
貫

し
て
国
際
的
に
卓
越
し
た
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
特
に
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン

の
受
容
体
の
発
見
と
そ
の
後
の
機
能
解
析
に
関
す
る
一
連
の
研
究
は
、
新
し
い

研
究
領
域
を
切
り
開
き
、
世
界
を
完
全
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

１
�
糖
尿
病
原
因
遺
伝
子
の
解
明

門
脇
氏
は
一
九
八
八
年
、
イ
ン
ス
リ
ン
受
容
体
遺
伝
子
異
常
に
よ
る
糖
尿
病

を
発
見
し
、
ホ
ル
モ
ン
受
容
体
異
常
症
の
分
子
基
盤
の
一
つ
を
明
ら
か
に
し

た
。
多
数
の
変
異
イ
ン
ス
リ
ン
受
容
体
を
同
定
し
、
そ
の
機
能
解
析
に
よ
り
イ

ン
ス
リ
ン
受
容
体
の
構
造
・
機
能
相
関
の
解
明
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
アD

N
A
3243

変
異
を
有
す
る
糖
尿
病
を
多
数
同
定
し
、「
ミ
ト
コ
ン
ド

四
一



リ
アD

N
A

異
常
に
よ
る
糖
尿
病
」
の
病
態
の
概
念
や
特
徴
を
解
明
し
、
糖
尿

病
の
サ
ブ
タ
イ
プ
の
一
つ
と
し
て
提
唱
し
た
。
こ
の
糖
尿
病
の
サ
ブ
タ
イ
プ
は

糖
尿
病
全
体
の
約
一
％
に
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
日
本
人
や
ア
ジ
ア
人
の
一
般

の
２
型
糖
尿
病
の
遺
伝
子
を
同
定
し
、
日
本
人
や
ア
ジ
ア
人
の
�
易
糖
尿
病
体

質
�
の
解
明
を
主
導
し
た
。

２
�
糖
代
謝
制
御
に
関
わ
る
鍵
分
子
の
機
能
と
２
型
糖
尿
病
発
症
に
お
け
る
意

義
の
解
明

イ
ン
ス
リ
ン
が
血
糖
値
を
低
下
さ
せ
る
第
一
ス
テ
ッ
プ
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の

イ
ン
ス
リ
ン
受
容
体
へ
の
結
合
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の

後
の
ス
テ
ッ
プ
は
未
知
で
あ
っ
た
。
門
脇
氏
は
一
九
九
四
年
、
イ
ン
ス
リ
ン
受

容
体
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
イ
ン
ス
リ
ン
受
容
体
基
質IR

S

（Insulin

R
eceptor

Substrate

）-1

を
欠
損
す
る
マ
ウ
ス
を
世
界
に
先
駆
け
て
作
成
し
、

IR
S-1

欠
損
マ
ウ
ス
が
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
呈
し
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ス
リ

ン
作
用
と
糖
代
謝
に
お
け
るIR
S-1

の
必
須
の
役
割
を
初
め
て
証
明
し
た
。
さ

ら
に
、IR

S-1

以
外
の
基
質
の
存
在
を
予
想
し
、IR

S-2

を
発
見
し
、IR

S-1,IR
S-

2

両
者
に
つ
い
て
、
全
身
の
欠
損
マ
ウ
ス
と
各
組
織
特
異
的
欠
損
マ
ウ
ス
を
作

成
し
、
骨
格
筋
、
肝
臓
、
膵
β
細
胞
、
脳
（
視
床
下
部
）、
血
管
な
ど
の
組
織
で

IR
S-1,IR

S-2

の
役
割
を
解
明
し
た
。
ま
た
、
膵
β
細
胞
の
グ
ル
コ
キ
ナ
ー
ゼ

やN
A
D
H

シ
ャ
ト
ル
、
脂
肪
細
胞
のPPA

R
γ,PI3

キ
ナ
ー
ゼ
、
な
ど
糖
代
謝

制
御
に
関
わ
る
多
く
の
鍵
分
子
の
遺
伝
子
操
作
マ
ウ
ス
を
作
製
し
、
そ
の
機
能

と
２
型
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
発
症
に
お
け
る
意
義
を
解
明

し
た
。
ま
た
、
肥
満
に
伴
う
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
分
子
機
構
に
関
し
て
、
正

常
の
小
型
脂
肪
細
胞
は
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
し
、
脂
肪
細
胞

肥
大
・
肥
満
に
伴
い
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
ホ
ル
モ
ン
が
低
下
し
、
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
を
来
す
と
い
う
仮
説
を
提
唱
し
た
。

３
�
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
の
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
亢
進
作
用
の
発
見
と
ア
デ
ィ

ポ
ネ
ク
チ
ン
受
容
体
の
同
定
お
よ
び
機
能
解
析

ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
は
、
松
澤
佑
次
博
士
ら
の
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
世
界
で

四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
独
立
に
発
見
さ
れ
た
脂
肪
細
胞
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
。

門
脇
氏
は
二
〇
〇
一
年
、
上
述
の
小
型
脂
肪
細
胞
が
分
泌
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
感

受
性
ホ
ル
モ
ン
の
本
態
が
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
で
あ
る
と
い
う
仮
説
を
立
て
、

ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
が
低
下
し
て
い
る
肥
満
・
２
型
糖
尿
病
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
に

ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
を
補
充
す
る
実
験
か
ら
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
が
イ
ン
ス

リ
ン
感
受
性
を
亢
進
さ
せ
、
抗
糖
尿
病
作
用
を
有
す
る
脂
肪
細
胞
ホ
ル
モ
ン
で

あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
同
氏
は
二
〇
〇
三
年
、
発
現
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
法
に
よ

り
、
世
界
に
先
駆
け
て
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
の
受
容
体
（A

dipoR
1,A

dipoR
2

）

を
同
定
し
た
。A

dipoR
1,A

dipoR
2

は
、
七
回
膜
貫
通
型
の
受
容
体
で
あ
る

が
、
Ｎ
末
端
細
胞
内
、
Ｃ
末
端
細
胞
外
の
、G

PC
R

と
は
逆
向
き
の
新
規
の
受

容
体
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
っ
た
。A

dipoR
1

は
、A

M
P

キ
ナ
ー
ゼ
を
活
性
化
し
、

A
dipoR

2
は
、PPA

R
α

を
活
性
化
す
る
。
同
氏
は
二
〇
〇
七
年
、A

dipoR
1,

四
二



A
dipoR

2

の
ダ
ブ
ル
欠
損
マ
ウ
ス
を
作
製
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
受
容

体
が
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
の
作
用
発
現
に
必
須
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
肝

臓
で
は
、A

dipoR
1

がA
M
PK

キ
ナ
ー
ゼ
活
性
化
を
介
し
、
糖
新
生
抑
制
・
脂

肪
合
成
低
下
・
脂
肪
酸
燃
焼
促
進
作
用
を
、
一
方
、A

dipoR
2

は
、PPA

R
α

活
性
化
を
介
し
、
脂
肪
酸
燃
焼
を
促
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を

改
善
す
る
。
同
氏
は
二
〇
一
〇
年
、
骨
格
筋
で
は
、A

dipoR
1

がA
M
PK

キ
ナ

ー
ゼ
活
性
化
を
介
し
、
そ
の
下
流
で
長
寿
遺
伝
子Sirt1

と
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア

の
マ
ス
タ
ー
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ーPG

C
-1α

を
活
性
化
し
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の

量
・
機
能
を
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
、
糖
・
脂
肪
酸
燃
焼
促
進
、
運
動
耐
容
能

や
イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性
を
調
節
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
肥
満
に
お
い
て

は
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
に
加
え
てA

dipoR
1,A

dipoR
2

の
発
現
も
低
下

し
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
・
２
型
糖
尿
病
の

原
因
と
な
る
。
門
脇
氏
ら
は
、
最
近
世
界
で
初
め
て
、
低
分
子
の
ア
デ
ィ
ポ
ネ

ク
チ
ン
受
容
体
作
動
薬
の
開
発
に
成
功
し
、
モ
デ
ル
動
物
を
用
い
て
、
こ
の
ア

デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
受
容
体
作
動
薬
が
２
型
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
を
著
明
に
改
善
す
る
こ
と
を
認
め
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
―
ア
デ
ィ
ポ
ネ

ク
チ
ン
受
容
体
経
路
の
低
下
す
る
こ
と
が
、
２
型
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生

活
習
慣
病
発
症
に
お
け
る
最
も
中
心
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

た
。

こ
の
よ
う
に
、
門
脇
氏
は
、
２
型
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
分
子
基
盤
に
つ
い
て
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
を
中
心
に
、
一
貫
し
て
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
の
イ
ン
ス
リ
ン
感
受

性
亢
進
作
用
の
発
見
や
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
受
容
体
の
発
見
及
び
そ
の
機
能
解

析
な
ど
の
一
連
の
研
究
は
、
極
め
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
我
が
国
発
の

業
績
で
あ
り
、
ま
さ
に
医
学
・
生
命
科
学
研
究
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
で
あ
る
。

同
時
に
、
門
脇
氏
の
業
績
は
２
型
糖
尿
病
を
初
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
の
分
子

機
構
の
本
質
的
理
解
を
可
能
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
数
の
患
者
が
合
併
症
で

苦
し
み
、
今
な
お
増
加
し
て
い
る
２
型
糖
尿
病
の
根
本
的
な
治
療
法
開
発
の
基

盤
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
同
氏
の
業
績
は
、
英
文
原
著
四
七
二
編
、
英
文

総
説
七
八
編
と
し
て
発
表
さ
れ
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
合
計
は
、
三
、

七
二
九
、
総
被
引
用
回
数
は
三
六
、
〇
三
五
件
、h-index

は
一
〇
〇
と
な
っ
て

い
る
。
特
に
、
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
と
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
受
容
体
に
関
連
す

る
文
献
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
、
総
計
一
〇
、
〇
〇
〇
件
以
上
の
引
用
回
数
と

な
っ
て
い
る
。
現
在
、
毎
年
二
、
〇
〇
〇
報
近
い
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
こ

の
研
究
領
域
を
主
導
し
て
き
た
門
脇
氏
は
、
卓
越
し
た
国
際
的
評
価
を
受
け
て

い
る
。

以
上
、
門
脇
氏
は
、
２
型
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
分
子

基
盤
に
関
す
る
一
連
の
傑
出
し
た
研
究
業
績
に
よ
り
、
日
本
学
士
院
賞
に
ま
こ

と
に
ふ
さ
わ
し
い
。

四
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主
要
著
書
・
論
文
（
五
五
〇
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